
飼料イネ用ロールベーラの液剤自動添加装置

［要約］飼料イネの発酵品質の向上と安定化を目的に、飼料イネ用ロールベーラに装

着する液剤添加装置を開発した。本装置はイネの流れによる添加の有無を制御する自

動添加機構を組入れたことにより、安定した液量を効率的に添加することができる。
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［背景・ねらい］

軟弱な圃場条件でも安定して飼料イネを収穫し、ロールベールサイレージとして調製す

るための飼料イネ用ロールベーラを開発し、実用化の段階となった。さらに、飼料イネの

ロールベールサイレージの発酵品質の向上と安定化を目的に、飼料イネ用ロールベーラに

装備する乳酸菌等の液剤添加装置を開発する。

［成果の内容・特徴］

開発した液剤添加装置はＤＣ12Ｖ加圧ポンプ（リリーフ圧５kg/c㎡、噴出量1.4 /分）ç

を稼働させて２個のノズルから噴霧する装置である（図１ 。）

． 、 、１ 本添加装置の特徴は フィードチェーンと掻込みタインの間に添加スイッチを装着し

材料イネがフィードチェーンの間を通過している間は噴霧が行われ、イネの流れが切れる

と噴霧が中断される自動添加機構を組み入れたことにある。

２．本装置による液剤の添加量はロール重量が一定の場合、１ロール当たりの成形時間に

より規制され、成形時間は材料イネの収量と作業速度、刈取り条数（刈幅）により決定さ

れる（図２ 。イネの収量が2500～3000kg/10ａで、刈取りを５条の全面刈りで行うと、）

ロール重量が250kg/個の場合では0.2％以上の添加量となる。

３．液剤の添加位置は材料イネが細断されるディスクカッタ部へ直接噴霧することが効果

的ではあるが、カッタ部のベアリング等への影響を考慮して、フィードチェーンによる搬

送時に噴霧するようにした。そのため、チェーンと掻込みタインの下側のイネには液剤が

噴霧されにくい（図３ 。但し、材料イネは斜め45度の方向に流れていくため、完全に液）

剤が噴霧されない部位はない。

４．飼料イネ用ロールベーラはダイレクトカット方式のロールベーラであり、さらにイネ

は水田では非常に均一に栽培できるため、外周の回り刈り作業時に若干ロール重量が重く

、 、 （ ）。なり 添加量も多くなるものの 各ロールに対する添加量の変動は非常に小さい 図４

［成果の活用・留意点］

１．自動添加機構により、液剤の無駄を少なくするとともに、オペレータは収穫作業に専

念でき添加の有無を確認する必要がないため、労働負担の低減にもつながる。

２．液剤の添加量をさらに上げるためにはノズル、ポンプ等を変更する必要がある。
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図３．添加装置の液剤散布量の水平分布
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注)６×６×８cmのプラスチック容器を１列に並べて液剤を回収した、但しチェーン位置では回収ロスも含まれる
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図４．飼料イネ用ロールベーラによる成形ロールの重量と開発装置による各ロールの添加濃度
注)図中の数字はロール重量(FM・kg)であり、外周回り刈り作業ではチャンバの空回し時間が長くなり,ロール重量が重くなる

ロール重量 添加濃度

ロール番号 平均 ｃｖ 平均 ｃｖ
(kg) (％) (％) (％)

①～④ 278.8 1.4 0.61 12.9

⑤～⑩ 260.4 2.0 0.51 6.0

注）坪刈り収量:2460kg/10ａ
平均作業速度:1.01m/s、平均刈取り条数:4.5条
図２の理論値からの添加濃度の理論値：0.41％
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図２．飼料イネ用ロールベーラと添加装置の主要緒元及び収量別の作業速度と添加濃度の関係(理論値)
注)想定ロール重量は250kg、刈取り条数は５条での計算値である

標準作業速度

   市販の乳酸菌製剤の添加濃度は0.1％、FGJ(緑汁発酵液)は0.2％以上である

主 要 諸 元

飼料イネ用ロールベーラ
刈取り条数 ５条
変速方式 ＨＳＴ
作業速度(副変速)
倒伏 0～0.98ｍ/ｓ
標準 0～1.40ｍ/ｓ

添加装置
ポンプ能力 1.4 /分ç
リリーフ圧力 ５kg/c㎡
散布量 750 /分ã

çタンク容量 20
ノズル個数 ２口

図１．飼料イネ用ロールベーラの添加装置の概略図

①:フィードチェーン、②:掻込みタイン、③:添加スイッチ
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④:添加ノズル、⑤:液剤タンク

注)添加スイッチ③により、イネが流れている間は液剤が添加される(イネの流れでON/OFFを制御)


